




佐 藤 夏 雄
第34次越冬 隊 は39名の隊 員 と、外国 人 として初め て越
冬隊 に加 わった 中国 人の交換科 学者の楊(ヤ ン)さ んの
合計40名で1年 間越冬 して き ました。34次隊の夏期 オペ
レー ションは順 調 に経過 し、1993年2月1日 には、33次
隊 と実質的 な越 冬交代 を行 い ま した。 その 後、35次隊 に
バ トンタッチす るまでの1年 間には様 々な事 があ り、多
くの体験 ・教訓 を得 ました。越冬 中の天候 はかな り厳 し
く、昭和 基地での年間の平均気温 は平年 より1.4度も低 く、
歴代2位 の低 い値で した。 また度 重な るブ リザ ー ドの襲
来で 、航 空機 や道路 な どの除雪作 業に多 くの苦 労を させ
られ ま した。瞬 間最大風速 は8月 上旬 に51メー トル/秒
を記録 しま した。 しか しこれ らの 厳 しい条件 を、越冬 隊
員の団 結 と努力 で克服 し、 当初か ら計 画 していた観測 ・
設営 ・野外行動 等の計画 を全 て遂 行す る ことが で きま し
た。1994年2月1日 、第35次越冬 隊に基地の運営 を引 き
継 ぎ、34次隊の越冬 を無事 に終了 する事がで きました。
観測 ・設営等 についての詳 しい経過 や成果等 は担当 隊
員か ら別な機 会に報 告があ るで しょうか ら、 ここで は34
次 隊が 初めて体験 した事のみ をい くつ か紹介す る事 に し
ます。 その一つ は、第34次越冬 隊 よ り管 理棟の使用 を開
始 した事 です。管理棟 は斬新 なデザ インで近代的 な設備
を備え てい る3階 建 ての建物 です。 この建物 は海岸 に面
し、窓 も広 く、今次 隊では スペ ース的 に も余裕があ った
ため、快 適な生活 ・仕事 の空 間で した。管 理棟 の建築作
業 は32次隊か ら始 め られ、33次隊で外観 が仕上が り、34
次 隊の夏期 オペ レーシ ョンで配線 ・配管等 の内装工事 を
行 い完成 した もの です。2月1日 の 越冬交代 後か らは建
物 の一部 を使 用 し、3月3日 には最 も生活 に密着 した食
堂 ・厨房 も使い始 め ました。手狭で 薄暗 い旧食堂で約1
ヵ月間の生 活 を した後 での使用 であ るため 、総 員での引
越 作業 は心 ウ キウキ と手 早い作業で進 め られ、予定 して
いた時間 よ りかな り早 く終 了 し ました。 新食堂 は60人の
収容 スペ ースで設計 してあ るので、34次隊の40人での使
用 で はか な り余裕が あ りま した。厨房 も広 くな り、 また
以前の灯油 コンロか らプロパ ンガスの使用 になり、国内
の レス トラン並みの調理場とな りました。おかげで、素
晴らしい環境の下で本職の調理隊員によるおい しい食事
を味わい、まさにスキー場のロッジで食事 を取 る雰囲気
で した。文明圏から遠 く閉ざされ、孤立 した越冬生活を
送ることを余儀な くされている隊員にとって、眺望の良
いこの明るく広い建物は、ス トレス解消に大 きく貢献 し
たと思っています。
管理棟3階 にある隊長公室は少し手狭ではあ りますが、
日の良 く当たる北側に面 しています。 この良い条件を利
用 して、趣味 と実益 を兼ねての野菜栽培を行いました。
栽培 を開始 した8月 頃は、日差 しが少な く、あの手この
手の工夫をしてみましたが、なかなか成長 しませんでし
た。 しかし、日差 しが強まった10月頃からは成長が急に









な りましたが、規模を縮小 しなが らも越冬交代直前 まで
続けました。
管理棟の広い空間のひとつ として通信室があ ります。
この部屋 は3階 の海に面 した位置にあり、窓が最も広 く
床には絨毯が敷かれている棟内で最 も環境の良い所です。
幸か不幸か、34次隊では通信設備が入 らず、本来の 目的




管理棟では、越冬中にバー 「語語」も開店 してお りま
した。管理棟 はまさに隊員の生活の拠点で した。そのた
めか、管理棟 とい う堅苦 しい名称は不評で、この建物の
愛称募集を行いました。その結果、楊さん等から応募の
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ら1年半の間、一般隊員 と全 く同 じ生活や仕事 を行って





人として意識 しなくな り、育った環境が少 し異なった日
本のどこかから観測隊に参加 した人といった感じになり
ました。 しか し越冬期間を通 じて、私達 はずいぶん中国
の文化や歴史などを教わ りましたし、また日本語や日本
文化 ・歴史その ものの無知 を痛感 させられました。楊 さ
んにとっても貴重な体験 と勉強ができた ものと信 じてい
ます。シ ドニー寄港直前に開催 したお別れパーティーで
のス ピーチは、心のこもった素晴 らしい ものでした。今
年か ら南極の中国中山基地で日 ・中共同観測が開始され
ますが、楊さんが 日本隊で越冬 した経験 と実績はこの共
同観測だけでなく、今後の 日中の様 々な共同観測や研究
を行う上で大きなプラスになるものと信 じています。
紙面の都合上省略 しますが、その他にも観測 ・設営 ・
野外旅行などで数多 くの新 しいオペ レーションを実施し、









渡 邉 興 亜
平成5年12月15日午前11時、「しらせ」 は南緯64度41分、
東経45度2分 の地点 で浮氷帯縁 に達 した。夜 には 浮氷 祭
が催 され、 まさに南氷 洋に到達 した ことを喜 び、 これか
らの オペ レー シ ョンの順 調な進展 を願っ たのであ る。 し
か し、 浮氷 帯が何 か例年 とは異 なった状況で ある こ とを
早 くもその夜に悟 らされた。 「しらせ」が密群氷帯 に入 る
と直 ち にチ ャージ ング航行 を余 儀 な くされた ので ある。
この密群氷 は意外 に手 強 く、1時 間 に半 マイル進 むのが
や っ ととい う状 況で あった。12月17日に定着縁 まで の偵
察飛行 が行 われ たが 、現 在地か ら氷縁 までの30マイルの
間、海 一面 を覆 う海氷 はハ ンモ ックし、 プ レッシ ャリッ
ヂが縦横 に走 り、 さらに海氷 は1～2メ ー トルの厚 い積
雪 に覆 われ てい た。水 あ きは ほとん どな く、氷 海航行 の
難 しさが予想 された。
12月20日、昭和基地 までの77マイルを第一 便が飛 ぶ。
我が隊 の先 乗 り隊 も送 り込 まれ 、 ともか く夏期 オペ レー
シ ョンの第一歩 は始 まったの だが 、先 行 きの見 通 しはた
た ない。 そ う した状況 下で も艦長 は的確 な判 断で水 開 き
を うま く捉 え、一気 に10マイル も進む 日もあったが 海氷
の厳 しい状 況 は変わ らず 、1週 間近 くも 「海路 の 日和」
を待 た された りした。 しか し12月28日には 海氷 に新 たな
動 きが現 われ、「しらせ」 はその機 をう まく捉 え、30日に
は大利 根 水道 に入 り、定 着氷縁 に達 す るこ とが 出来 た。
この時点です でに2週 間の遅れ とな っていたのである。
定着氷 帯 を順調 に砕氷 航行で きれば、 この程 度の 日程
の遅 れは作業手順 を変え、段取 りを うま くやれば何 とか
吸収 で きる。 しか し楽観 は許 されそ うに もない 。第34次
観測 隊に副隊長 として参加 した成瀬廉 二氏 は極 地研 ニュ
ース114号に夏隊行動記 を寄せ、 こう指摘 してい る。 『「し
らせ」 の昭和 基地接 岸は揺 るぎない とか、ヘ リコプ ター
空輸 に切 り替 えれ ば1000トンの物資 の大半 は必 ず輸送 で
きる と考 えるこ とは誤 りであろ う。 想像 を超 える厳 しい
氷状 、天 候お よび予期 せぬ トラブルな どの発生 に も的 確
に対 処で きる柔軟 な計 画 と心構 えが必 要であ る」 と。 彼
の この指 摘の 背景 には、最近の リュ ツォ ・ホルム湾の氷
状 に対 す る雪氷研 究者 としての正確 な認 識 とそれか らの
予測 があ ったにちがいない。最近 の 「しらせ」 の砕氷 オ
ペ レー シ ョンの状 況か ら、私 も歴代艦 長達 もほぼ 同様 の
危惧 を感 じていたのであ る。その危惧 は まもな く現実 と
な った。砕氷航進 は一年氷の定着氷帯 で はほ ぼ順 調で あ
ったが、多年氷帯 に入る と一変 し、1回 のチ ャー ジン グ
で進め る距離 はわずか とな った。 そ して1月12日 、昭和
基地 まで10マイルの地点で砕氷航進 を断 念せ ざる を得 な
い状 況 となったのである。定着氷 の厚 さは4メ ー トル を
超 し、先 に進むには相当の 日数 と膨大 な燃料 を消 費す る
のであ る。 しか し、10マイル とい う距 離 はヘ リコ プ ター
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日本における研究生活
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およんだが、 日本からの輸送物資の94パー セ ントの搬入

















マ リア ・コリエル マーーティンを伴 って来日し、極地研の




タマリア ・スクールに6年生 として通ってい ました。 ジ
ュリーはアメリカでも日本語 を習っていましたから、日













キー海峡(間 宮海峡)の 海氷状況について、小野先生 と
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ア過程 を顕著 に見せ る海域 です。 合成開 口 レー ダ、気象
衛星 、天気図 な どのデー タを使 って、その現 象の始 終 を
追い かけ、極球 海洋 での ポ リニ ア過程 を理解す るための
知見 を得 よ うと してい ます。 また 、小 野先生の スバール
バ ル氷 河 の 質量収 支 とエ ルニ ーニ ョとの関係 の研 究 を、
北極圏の各地の氷 河で確 かめ ようと協 力 してい ます。
週末 には、家族 で都 内の見 物や 買い物 、郊外の散 策 な
どを楽 しみ ました。来 日前 、 アメ リカの代 表的 な建 築家
フラン ク ・ロ イ ド ・ラ イ トの 建造物が 西池袋 に現存 する
の を知 り、そ こ をぜ ひ訪れ たい と考 えてい ま した。 それ
は 自由学園の建物 です。 小野先生 か らは、1934-37年頃、
自由学 園の 自然科 学 グルー プのお嬢 さんた ちが霜柱 の実
験 的研究 を行 って中谷宇 吉郎先生が激賞 され た話 を聞 き、
ソル トフ ラワー に似 た霜柱の スケ ッチ が描 かれ てい る文
献 「霜柱 の研究」 を借 りま した。見学 に行 った ら、 その
霜柱 の実験 を行 った小 さな建物 は、今 は同窓会の人達 が
クッキーを作 る部屋 として使 っている とのことで した。
マ リアは相撲が 好 きに な り、若 ノ花 と旭道山の フ ァン
とな って、初場所 には両 国国技 館の前 で力士 を間近 かで
見て きま した。 ジュ リー は、毎朝 、近 くの板 谷公園 で行
われ ている太極拳 に参加 しま した。 これは、昨年度 の客
員教授 だった謝先 生 の奥 さん、馬夫人 に教えて もらって
始 まった太極 拳同好 会だそ うです。
正 月 には、 ロス ア ン ジェル ス郊 外 の 八一 ビー ・マ ッ
ド・カレッジ(Harvey　Mudd　College)の1年に通 って
い る息子 の カールが 、冬 休み を利用 して来 日 し、短 い東
京滞在 を楽 しんで帰 国 しま した。戻 った翌 日に ロス ア ン
ジェルスの大地震 が あ り、ニ ュースで知 ってび っ くりし
ま したが 、幸 い カールに もカ レッジ にも影響 がなか っ・た
ので安心 しました。
最後 の土 曜 日は箱 根 に行 き、 関所 の跡 や寄 木細工 を見
学 しま した。以前 に寄木細 工の 箱をおみ やげに もらった
こ ともあって、 それ を作 る ところをぜ ひ見 たい と思 って
いたの で した。帰 る間際 には桜 も咲 き、楽 しかった 日本
滞在 を、私た ちは素晴 しい体験 だった と感 じてお ります。
我 が家 に戻 るの も嬉 しいのです が、研究所や その近辺 で











講演 は、「私の南 極フ ィール ドノー ト」 と題 され 、ス ラ


































め、除雪等 に労力 と時間を費や した。大陸中継点までの
● 旅行が実施され・・となどもあ り、麟 健康診断を実施
して、隊員の健康状態をチェックした。徐々に暗い時間
が長 くなってきたが、居住棟対抗氷上 ソフ トボール大会





平 成6年3月31日 付 け人事異 動
退 職
吉 田 栄 夫(教 授研究系 ・研究主幹)
小 林 晟(管 理部会計課用度第一係)
平成6年4月1日 付 け人事異 動
転 入
小 野 延 雄 教授研究系(雪 氷学研究部門)
(教授北極圏環境研究センター)
渡 邉 興 亜 教授北極圏環境研究センター
(教授研究系)
門 倉 昭 助手資料系(オ ーロラ資料部門)
(助手研究系)
鈴 木 由喜男 管理部庶務課専門職員
(事業部事業課専門職員)
柴 野 浩 成 事業部事業課専門職員
(管理部庶務課庶務係長)
飯 嶋 裕 管理部庶務課庶務係長
(管理部庶務課研究協力係長)





小 野 高 幸 東北大学理学部助教授
東 正 憲
大 木 利 治
小 池 嘉 弘
杉 山 信 行
















真 取 秀 明
安 瀬 卓 司
加 藤 幸 作











菊 池 雅 行







小 野 延 雄 研究主幹
渡 邊 興 亜 北極圏環境研究センター長
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南 極 月 別 気 象 状 況 　(Monthly　Clirnatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
昭和基 地
(Syowa:89532)
平均気温(Mean　temp,)　(°C)
最高気温(Max.　temp.)　(°C)
最低気温(Min.　temp.)　(°C)
平均気圧 ・海面　(Mean　pressure,　s alevel)　(hPa)
平均蒸気圧　(Mean　vapour　pressure)　(hPa)　 2.8
平均相対湿度(Mean　relative　humidity)　(%)　 75
平均風速(Mean　Wind　speed>　(m/s)　 7,8
最大風速 ・10分間平均　(Max.　wind　speed,　 30,9(20日,　ENE)
　　　　　　　　　　　10.min.　mean)　(m/s)
瞬 間最大風速(Gust)(m/s)39.1(20日,　 ENE>
平均雲量　(Mean　cloud　cover)　(1/iO)　 9.0
快晴 日数(Number　of　clear　days)　 0
3月(Mar,)
-7 .5
-1 .2(25日)
-20 .8(22日)
980.0
4月(Apr.)
-10 ,6
-2 .4(2日)
-25 .0(19日)
986,2
2.2
72
10.0
32.9(10日,　ENE)
42.6(10日,　ENE)
7.9
2
6
